
【解　答】

膵内副脾に発生した類表皮囊胞
（epidermoid cyst）

解説：
　類表皮囊胞（epidermoid cyst）は 1980 年に
Davidson らにより初めて報告された疾患である．
上皮由来の良性病変で，先天的なものでは胎生
3～5 週の神経管閉鎖の時期に外胚葉の一部が迷
入することによって生じ，後天的なものでは外傷
や手術などで上皮組織が迷入することにより生じ
るとされる1）2）．全身のさまざまな臓器に発生する
可能性があり，囊胞は皮膚付属器をもたない上皮
のみに形成され，囊胞壁や囊胞周囲に脾組織が認
められる．内容液は漿液性，粘液性，ゼラチン様，
コレステリン様などさまざまである．本症例では
膵内副脾から発生したepidermoid cyctであった．
　副脾は膵，肝，腎，副腎，胃壁，結腸壁など多
臓器の内部で認められ，胎生期に脾原基が他臓器
の原基と近接していることが原因とされてい
る3）4）．膵内副脾とは膵内に先天的に存在する副脾
であり，診断には CT や MRI が用いられる．

　膵内副脾に発生した epidermoid cyst は比較的
まれな疾患である．近年，その疾患概念が広く知
られるようになり，報告例は増加している．しか
し，他の膵囊胞性腫瘍と鑑別は困難であり，術後
病理により確定診断される場合も多い5）～7）．Epi-
dermoid cystは膵尾部に発生する境界明瞭な囊胞
性腫瘤で，それに接する副脾を同定できれば画像
診断も可能であるとされる．CT および MRI で，
脾と同様の造影パターンを呈する部分や脾と同様
の信号が認められる．特に超磁性体酸化鉄（super-
paramagnetic iron oxide；SPIO）造影剤を用いた
MRI は膵内副脾の同定に優れ，造影後 T2 強調像
で脾と同様の信号低下を認めることから有用であ
る8）．
　本疾患は，膵囊胞性病変と鑑別が難しいことが
あり，鑑別診断としては膵粘液性囊胞性腫瘍や膵
漿液性囊胞性腫瘍，膵管内乳頭粘液性腫瘍などが
挙げられる．特に膵粘液性囊胞性腫瘍を疑われ，
外科的治療を受ける症例が多い9）10）．診断は病理学
的に囊胞周囲の脾組織を確認する必要がある
が11），残存副脾の大きさが小さな症例では鑑別診
断が困難である．
　本症例では充実成分が造影 CT で脾臓と同様の
造影効果を呈し（Figure 1 矢印），MRI にて T1 強

Figure　4.　病理組織所見（HE 染色）．
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調像で低信号，T2 強調像でやや内部不均一，拡散
強調画像にて拡散低下所見を呈した（Figure 2 矢
印）．SPIO 造影 MRI も撮像を試みたが，途中で
造影剤投与の末梢ルートが漏れてしまったため撮
影できなかった．超音波内視鏡（EUS）では径
11mm，境界明瞭で脾臓と同程度のエコーレベル
の結節を確認でき（Figure 3 矢印），囊胞部分は
モザイク状の高エコー領域を呈していた（Figure 
3矢頭）．EUSでは膵内副脾と思われる充実成分を
確認可能で，epidermoid cystに矛盾しない所見と
考えた．事前に説明の上患者から同意を得ていた
ことからEUS下の生検を施行した．病理検体では
リンパ球の集簇した脾組織を確認し（Figure 4 矢
印），多数のコレステリン裂隙と泡沫細胞を含んで
いた（Figure 4 矢頭）．囊胞の上皮成分は確認で
きなかったが，epidermoid cyst in accessory 
spleenの内容物およびその組織として矛盾はしな
い結果であり上記診断とした．本症例は，経過観
察の方針とした．
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